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要旨 

本研究は、形態素解析における誤解析にも対応可能なコーパス分析システムの開発を

めざす。筆者らは、教師自らが集めたデータをコーパスとして分析できるツール、	 	 	

Co-Chuの開発を進めてきた。Co-Chuには【Build】【Import】【Edit】【Analyze】の４機
能がある。話し言葉等のデータを取り込み、形態素解析に誤解析が生じた際には【Edit】
機能を活用し、データにタグを付与することで適切に形態素解析が行える。今回、上記の

【Analyze】機能に「タグ検索機能」を加え、タグを種別ごとに検索できる仕組みを整え
た。この機能は、言い誤りや言い淀みの分析、若者ことばや方言使用の実態調査などに活

用可能である。本発表では、このタグ検索機能の概要を示すとともに、運用実験の結果に

ついて報告する。 
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１．はじめに 

本研究では、形態素解析における誤解析にも対応可能なタグ付けを行うことのできる

コーパス分析システムの開発をめざしている。日本語教師や日本語研究者が分析したいテ

キストは、文法的に正しく、形の整っている文章だけではない。学習者の作文のように誤

用の含まれた文章や言い誤りや方言等を含んだ会話文も含まれている。そのため、形態素

解析がうまく行かない場合も多い。しかも、既存の学習者コーパスや会話コーパスではな

く、独自のコーパスを用いて分析したいこともある。そこで、筆者らは、教師自らが集め

た学習者の作文や言い誤りを含む会話文などのデータもコーパスとして分析できるツール

の開発を進めてきた。本発表では、今回、新たに加えたタグ検索機能について紹介すると

ともに、運用実験の結果を報告する。 

 

２．コーパス分析システムの概要 

テキスト分析を適切に行うには、基礎データ、正確な形態素解析を可能にするタグ付

け、形態素解析、の３つを統合する必要がある。発表者らが開発したコーパス分析システ

ム「Co-Chu」（以下、Co-Chu）は、日本語テキスト分析のためのウェブアプリケーショ
ンである。Co-Chu は【Build】【Import】【Edit】【Analyze】の４機能を一つのインター
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フェイスで使えるようにデザインされている（山本他 2018）。利用に際しては、まず、
【Build】機能で作成するコーパスの階層構造を決める。次に、【Import】機能でデータを
システムにアップロードする。さらに、【Edit】機能を用いて、MeCab-UniDicによる形
態素解析を行う。解析結果に問題があれば適宜修正を行い、話し言葉や誤用を含むデータ

でも形態素解析が適切に行えるように編集する。その後、【Analyze】機能の活用によっ
て、キーワード検索、コロケーション分析、複数データの比較等の分析が可能になる。 

 
３. 形態素解析の誤解析への対応 

日本語学習者の発話や作文などに限らず、日本語母語話者の話し言葉にも、言い間違

い、言い直し、言い淀み、フィラーなど、不規則なものが多く含まれる。そのため、これ

らを形態素解析した際に、誤解析が起きることがある。Co-Chuでは【Edit】機能を活用し
て、以下の２つの方法でこれらに対応することが可能である。タグ付けの詳細について

は、山本他（2018）で述べたので、以下に概略を示す。 

3.1 タグ付けによる対応 

収集したデータに誤用、言い直し、方言、若者ことば等が含まれており、それによっ

て誤解析が起きた場合、Co-Chuではデータにタグ付けをし、正しい語形を示すことで、
適切な形態素解析ができるようになる。タグ付けは次のような形で行う。 
 ｜正しい語形｜（種別 実際に用いられた語形） 
具体例は、次のとおりである。 

（例１）ちょっとやでした。→ 解析結果：「や」は「や（助詞）」 

 タグ付け：｜いや｜（話 や）でした →タグ付け後の解析結果：「いや（形状詞）」 

タグの種類は、研究の目的に応じて自由に設定できるが、今回は、MeCabの誤解析に対し
て、以下の６種類のタグを用いて分析することにした。 
① 話し言葉のため誤解析が生じている場合のタグ：「話」 
② 方言のため誤解析が生じている場合のタグ：「方」	  
③ 誤用を示すタグ：「誤」    
④ 言い淀みのため誤解析が生じている場合のタグ：「淀」 
⑤ 上記以外の事情で誤解析が生じている場合のタグ：「他」 
⑥ 形態素解析の単語情報に誤りがあることを示すタグ：「単」 
このタグ付けでは、次のような形で「タグメモ」をつけることも可能である。 
   ｜正しい語形｜（種別 実際に用いられた語形：タグメモ） 
（例２）それ忘れなく、やっぱり次の子とか 
 タグ付け：それ忘れ｜ないで｜（誤 なく：活用）、やっぱり次の子とか 
上記の例では、「忘れないで」の活用が誤っていたので、「タグメモ」に「活用」と記載

した。このタグメモによって、どんな誤用かなどの情報をメモしておくことが可能になり、

後の分析に役立てることができる。 

3.2 単語情報の書き換えによる対応 

	 3.1で示したタグ付けによって、誤解析の多くに対応が可能になり、正しい形態素解析
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を行えるようになる。しかし、⑥の「単」タグについては、形態素解析の誤解析がタグ
付では解消できない場合に利用する。 

（例３）それから焼いて、あのサラダとか→ 解析結果：「あの」は「連体詞」 

 タグ付け：｜あの｜（単 あの：感動詞）サラダとか 
	 上記の例の「あの」が「あのー」のように長音になっていれば、感動詞（フィラー）と

正しく解析されるが、「あの」や「その」であれば、MeCabは「連体詞」として解析する。
こうした場合、【Edit】画面で解析結果を直接編集して正しいものに修正する。この修正
は形態素解析そのものの書き換えではなく、結果画面のいわば表面的な修正にとどまるた

め、形態素解析を再度行うと、再び誤解析が生じてしまう。しかし、次に述べる分析を適

切に行うためには、この書き換え作業は不可欠である。また「単」タグをつけておくこと

で、解析に問題があったことが示しておける。 

４.「タグ」検索機能の活用 

4.1 タグ検索機能の概要 
	 Co-Chuの【Analyze】機能では、検索条件を指定することによって様々な検索が可能で
ある。今回、この機能に、新たに「タグ」を指定した検索及び「タグメモ」の検索が可能

な仕組みを整えた。「タグ」は研究者が目的に応じて、新たなタグの設定や使用しないタ

グの削除が可能である。 
ここでは、実験用に話し言葉（母語話者同士の雑談３種、日本語母語話者（以下NS）

と日本語学習者（以下NNS）の雑談３種、計６種のコーパス。録音時間232分）の文字化
データをCo-Chuに取り込み、上述の６種類のタグを付けてタグ検索機能の運用実験を行
った。 
なお、今回の実験では、タグは原則として、形態素解析が適切に行われなかった箇所

のみに付与した。つまり「話」や「方」等は、全ての「話し言葉」や「方言」に付与した

わけではなく、形態素解析において誤解析が生じた場合にのみ付与した。ただし、「誤」

に関しては、助詞の誤用は誤解析であるかどうかに関わらずタグ付けし、その他の誤用は

誤解析になる場合のみタグ付けすることとした。 

	 実験用タグ付きコーパスで６つのタグを検索したところ、表１の結果が得られた。 

表１	 タグ検索の結果  
	      タグ  
ライン数 ①話 ②方 ③誤 ④淀 ⑤他 ⑥単 合計 

5513 153 105 29(うち助詞14) 60 28 273 649 

 
つまり、実験用コーパスには、誤解析が635箇所で生じていた（注：助詞の誤用を除く）
が、そのうち①〜⑤までの361箇所はタグの付与により、誤解析を解消することができ
た。また、「単」タグは、そのほとんど（273のうち252）が、「感動詞」を「連体詞」と
誤解析したものであった。 

4.2	タグ検索機能の活用	

タグ検索機能では、タグのついた形態素が一覧表示される。これを利用することによ

って、例えばどのような誤用があったかを見ることも容易にできる。実験用データの誤用
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タグの検索結果は、次のように表示される。 
 

 

図１	 誤用タグの検索結果（一部）  

 
実験用コーパスには図１に示したように助詞の誤用を中心に、発音・指示詞・単語・活用

の誤りがあった。タグメモに記載された誤用の詳細をまとめると、次のとおりであった。 
 

表２	 誤用タグの内訳  

誤用総数 助詞 発音 指示詞 語彙 活用 

29 14 12 1 1 1 

 
このように、タグ検索機能とタグメモの活用によって、各タグの一覧とその詳細が表

示されるため、話し言葉、方言、誤用等について、どのような傾向があるかを容易に把握

することができる。また、例えば、全ての誤用にタグをつけたり、タグメモを活用したり

することによって、さらに詳細な情報を整理し、分析することも可能になる。 
 
５.おわりに 

	 Co-Chuでは、話し言葉や誤用を含むテキストであっても、タグ付けを行うことによっ
て形態素解析を正確に行うことが可能になり、適切な言語分析をすることができる。今後

さらにどのような活用方法が可能であるか、研究を継続していきたい。 
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